
Ⅰ 研究構想 

１ 研究主題の理由 

(1) はじめに 

(2) 児童の実態から 

図 1 質問調査結果（男女平均） 
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２ 研究主題について 

(1)「運動の楽しさや喜び」について 

図 2 運動の楽しさや喜びの系統性 資料 1 

(2)「仲間と共に育んでいく」について 

図 3 対話的な学びのイメージ 資料 2 

(3)「運動が苦手な児童に視点を当てた、 

指導と評価の一体的な充実」について 

３ 研究仮説 

４ 研究の内容 

(1) 対象児童 
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(2) 実施単元 

(3) 使用機器、アプリケーション 

(4) 仮説検証にせまる手立て  

① 対話的な学びを通して、自己の思考を広げ

深める工夫（児童） 

② 学習カードの工夫（児童） 

③ 単元構想図と自己評価（教師） 

図 4 単元構想図 資料 3 
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Ⅱ 研究の実際 

1 授業テーマ 

 

2 単元構想 

図 5 単元構想図（高跳び） 資料 4 

３ 手立てを生かした実践の展開と考察 

写真 1（左）・2（右） 仲間の動きを見て学ぶ様子 
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図 6  B 児の高跳びワークシート 資料５ 

図 7 自己評価シート 資料６ 

【実践２】体育領域 

1 授業テーマ

2 単元構想 

図８ 単元構想図 資料 3 
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３ 手立てを生かした実践の展開と考察 

写真３（左）・４（右） ミニミーティングの様子 

図 9  B 児学習カード 資料７ 
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図 10 自己評価シート 資料８ 

【実践３】保健領域 

1 授業テーマ 

2 単元構想 

図 11 単元構想図 資料９ 

３ 手立てを生かした実践の展開と考察 

写真５（左）・６（右） グループワークと全体共有の様子 
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図 12 自己評価シート 資料 1０ 
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Ⅲ 研究のまとめ 

１ A 児と B 児のインタビュー調査から 

２ 教師の自己評価から 

図 13 自己評価シート AI 分析 資料 1１ 
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３ 研究の総括とこれからの展望 

図 14 段階別評価 資料 1２ 
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